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タ

イ

ト

ル

: 

『

汐

製

菓

会

社

の

新

作

１

 

グ

ミ

１

』

 

登

場

人

物

 
汐

（

し

お

）
（

3
0

代

）
：

汐

製

菓

会

社

の

社

長

。
「

面

白

き

こ

と

も

無

き

世

を

面

白

く

」

が

モ

ッ

ト

ー

。

奇

想

天

外

な

菓

子

商

品

を

発

案

す

る

の

が

得

意

。

快

活

で

自

由

奔

放

な

性

格

。

 

塩

田
（

し

お

だ

）
（

3
0

代

）
：

汐

の

秘

書

の

女

性

。
真

面

目

で

心

配

性

な

性

格

。

汐

の

発

想

に

い

つ

も

振

り

回

さ

れ

て

い

る

が

、

実

は

大

の

お

菓

子

好

き

で

、

そ

の

た

め

に

製

菓

会

社

に

就

職

。

 

 

シ

ー

ン

1
: 

オ

フ

ィ

ス

に

て

 

（

オ

フ

ィ

ス

の

一

室

。

机

の

上

に

は

様

々

な

グ

ミ

の

試

作

品

が

散

ら

ば

っ

て

い

る

。
汐

は

ソ

フ

ァ

に

座

り

、

手

に

グ

ミ

を

持

ち

な

が

ら

何

か

考

え

て

い

る

。

塩

田

は

机

の

前

で

メ

モ

を

取

っ

て

い

る

。
）

 

 

汐

：
「

う

ー

ん

、

こ

れ

だ

！

 

こ

れ

し

か

な

い

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

心

配

そ

う

に

）

社

長

、

ま

た

何

か

奇

抜

な



 

2 

 

ア

イ

デ

ア

を

思

い

つ

い

た

ん

で

す

か

？

」

 

 
汐

：
「

そ

う

さ

！

今

回

は

ね

、
『

グ

ミ

』

だ

！

そ

れ

も

た

だ

の

グ

ミ

じ

ゃ

な

い

。

軍

人

み

た

い

な

ポ

ー

ズ

を

し

た

形

の

グ

ミ

を

作

ろ

う

と

思

っ

て

る

ん

だ

！

」

 

 

塩

田
：
「

軍

人

み

た

い

な…
？
（

頭

を

抱

え

て

）
そ

れ

っ

て

、

お

子

様

や

ご

家

族

に

喜

ん

で

い

た

だ

け

る

ん

で

し

ょ

う

か

？

」

 

 

汐
：
「

も

ち

ろ

ん

だ

と

も

！

見

て

く

れ

、
こ

の
『

敬

礼

グ

ミ

』

を

！

（

敬

礼

ポ

ー

ズ

の

グ

ミ

を

掲

げ

て

）
」

 

 

塩

田

：
「
（

驚

き

な

が

ら

）

あ

の

、

ど

う

し

て

ま

た

軍

人

な

ん

で

す

か

？

も

っ

と

可

愛

い

動

物

と

か

の

方

が

…

」

 

 

汐

：
「

可

愛

い

だ

け

じ

ゃ

ダ

メ

な

ん

だ

よ

、

塩

田

く

ん

！

今

の

時

代

は

“

強

さ

”

が

求

め

ら

れ

て

い

る

ん

だ

。

人

々

は

グ

ミ

に

も

力

強

さ

を

感

じ

た

い

に

違

い
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な

い

！

」

 

 
塩

田

：
「
（

困

惑

し

つ

つ

も

）

で

も

、

タ

ー

ゲ

ッ

ト

層

は

ど

う

す

る

ん

で

す

か

？

子

ど

も

た

ち

に

受

け

入

れ

ら

れ

る

か

ど

う

か…

」

 

 

汐
：「

心

配

ご

無

用

！

例

え

ば

こ

の
『

伏

せ

ろ

グ

ミ

』
！

（

伏

せ

て

い

る

ポ

ー

ズ

の

グ

ミ

を

見

せ

る

）

子

ど

も

た

ち

は

こ

れ

を

見

て

、

ス

リ

ル

と

興

奮

を

感

じ

る

だ

ろ

う

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

心

の

声

）

さ

す

が

社

長…

発

想

が

ぶ

っ

飛

ん

で

る

。

で

も

、

こ

れ

が

本

当

に

売

れ

る

の

か

し

ら

…

？

」

 

 

シ

ー

ン

2
: 

試

食

会

 

（

試

食

会

の

会

場

。
汐

と

塩

田

が

ス

テ

ー

ジ

に

立

ち

、

目

の

前

に

は

多

く

の

試

食

者

が

い

る

。

大

人

や

子

ど

も

、

外

国

人

観

光

客

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

人

々

が

集

ま

っ

て

い

る

。
）

 



 

4 

 

 

汐
：
「

さ

あ

皆

さ

ん

、
こ

れ

が

我

が

社

の

新

作
『

軍

人

グ

ミ

』
で

す

！

さ

っ

そ

く

食

べ

て

み

て

く

だ

さ

い

！

」 

 

（

観

客

た

ち

は

恐

る

恐

る

グ

ミ

を

手

に

取

り

、

口

に

運

ぶ

。

す

る

と…

）

 

 

観

客

1

（

子

ど

も

）
：
「

わ

あ

、

こ

れ

面

白

い

！

敬

礼

し

て

る

！

」

 

 

観

客

2

（

外

国

人

）
：
「

オ

ー

マ

イ

ガ

ー

！

イ

ッ

ツ

 
ア

メ

ー

ジ

ン

グ

！

レ

デ

ィ

ー

、

ア

ン

ド

 

ソ

ル

ジ

ャ

ー

 

ト

ゥ

ゲ

ザ

ー

！

」

 

 

観

客

3

（

大

人

）：「

意

外

と

美

味

し

い

じ

ゃ

な

い

か

。

し

か

も

形

が

ユ

ニ

ー

ク

で

笑

え

る

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

驚

い

て

）

え

っ…

ま

さ

か

、

本

当

に

ウ

ケ

て

る…

？

」

 

 



 

5 

 

汐

：
「
（

ニ

ヤ

リ

と

笑

っ

て

）

ど

う

だ

、

塩

田

く

ん

。

人

々

は

驚

き

と

面

白

さ

を

求

め

て

い

る

ん

だ

よ

！

普

通

の

グ

ミ

じ

ゃ

飽

き

足

ら

な

い

ん

だ

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

感

心

し

て

）

社

長

の

言

う

通

り

で

し

た

ね

…

！

」

 

 

シ

ー

ン

3
: 

オ

フ

ィ

ス

に

て

（

エ

ン

デ

ィ

ン

グ

）

 

（

オ

フ

ィ

ス

に

戻

っ

て

き

た

汐

と

塩

田

。

塩

田

は

ま

だ

驚

い

て

い

る

様

子

。
）

 

 

塩

田
：「

社

長

、
本

当

に

驚

き

ま

し

た

。『

軍

人

グ

ミ

』

が

こ

ん

な

に

ヒ

ッ

ト

す

る

な

ん

て…

」

 

 

汐

：
「

だ

か

ら

言

っ

た

だ

ろ

う

、

塩

田

く

ん

。
『

面

白

き

こ

と

も

無

き

世

を

面

白

く

』

っ

て

ね

！

次

は

も

っ

と

ぶ

っ

飛

ん

だ

ア

イ

デ

ア

を

考

え

よ

う

じ

ゃ

な

い

か

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

笑

い

な

が

ら

）

も

う

、

こ

れ

以

上

振

り

回



 

6 

 

さ

れ

な

い

よ

う

に

し

な

き

ゃ…

で

も

、

次

も

楽

し

み

で

す

！

」

 

 

汐

：
「

よ

し

、
次

は
『

忍

者

グ

ミ

』
だ

！

ど

う

だ

、
手

裏

剣

投

げ

の

ポ

ー

ズ

と

か…

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

慌

て

て

）

社

長

、

そ

れ

は

ま

た

別

の

会

議

で

！

」

 

 

（

二

人

の

笑

い

声

が

オ

フ

ィ

ス

に

響

く

中

、

シ

ー

ン

が

フ

ェ

ー

ド

ア

ウ

ト

。
）

 

 

終

わ

り

 

試

食

に

日

本

人

も

混

ぜ

て

 

C
h

a
t

G
P

T
 

タ

イ

ト

ル

: 

『

汐

製

菓

会

社

の

新

作

 

グ

ミ

１

』

 

登

場

人

物

 

汐

（

し

お

）
（

3
0

代

）
：

汐

製

菓

会

社

の

社

長

。
「

面

白

き

こ

と

も

無

き

世

を

面

白

く

」

が

モ

ッ

ト

ー

。

奇

想

天

外

な

菓

子

商

品

を

発

案

す

る

の

が

得

意

。

快

活
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で

自

由

奔

放

な

性

格

。

 

塩

田
（

し

お

だ

）
（

3
0

代

）
：

汐

の

秘

書

の

女

性

。
真

面

目

で

心

配

性

な

性

格

。

汐

の

発

想

に

い

つ

も

振

り

回

さ

れ

て

い

る

が

、

実

は

大

の

お

菓

子

好

き

で

、

そ

の

た

め

に

製

菓

会

社

に

就

職

。

 

シ

ー

ン

1
: 

オ

フ

ィ

ス

に

て
 

（

オ

フ

ィ

ス

の

一

室

。

机

の

上

に

は

様

々

な

グ

ミ

の

試

作

品

が

散

ら

ば

っ

て

い

る

。
汐

は

ソ

フ

ァ

に

座

り

、

手

に

グ

ミ

を

持

ち

な

が

ら

何

か

考

え

て

い

る

。

塩

田

は

机

の

前

で

メ

モ

を

取

っ

て

い

る

。
）

 

 

汐

：
「

う

ー

ん

、

こ

れ

だ

！

 

こ

れ

し

か

な

い

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

心

配

そ

う

に

）

社

長

、

ま

た

何

か

奇

抜

な

ア

イ

デ

ア

を

思

い

つ

い

た

ん

で

す

か

？

」

 

 

汐

：
「

そ

う

さ

！

今

回

は

ね

、
『

グ

ミ

』

だ

！

そ

れ

も

た

だ

の

グ

ミ

じ

ゃ

な

い

。

軍

人

み

た

い

な

ポ

ー

ズ

を

し

た

形

の

グ

ミ

を

作

ろ

う

と

思

っ

て

る

ん

だ

！

」
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塩

田
：
「

軍

人

み

た

い

な…

？
（

頭

を

抱

え

て

）
そ

れ

っ

て

、

お

子

様

や

ご

家

族

に

喜

ん

で

い

た

だ

け

る

ん

で

し

ょ

う

か

？

」

 

 

汐
：
「

も

ち

ろ

ん

だ

と

も

！

見

て

く

れ

、
こ

の
『

敬

礼

グ

ミ

』

を

！

（

敬

礼

ポ

ー

ズ

の

グ

ミ

を

掲

げ

て

）
」

 

 

塩

田

：
「
（

驚

き

な

が

ら

）

あ

の

、

ど

う

し

て

ま

た

軍

人

な

ん

で

す

か

？

も

っ

と

可

愛

い

動

物

と

か

の

方

が

…

」

 

 

汐

：
「

可

愛

い

だ

け

じ

ゃ

ダ

メ

な

ん

だ

よ

、

塩

田

く

ん

！

今

の

時

代

は

“

強

さ

”

が

求

め

ら

れ

て

い

る

ん

だ

。

人

々

は

グ

ミ

に

も

力

強

さ

を

感

じ

た

い

に

違

い

な

い

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

困

惑

し

つ

つ

も

）

で

も

、

タ

ー

ゲ

ッ

ト

層

は

ど

う

す

る

ん

で

す

か

？

子

ど

も

た

ち

に

受

け

入

れ

ら

れ

る

か

ど

う

か…

」
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汐
：「

心

配

ご

無

用

！

例

え

ば

こ

の
『

伏

せ

ろ

グ

ミ

』
！

（

伏

せ

て

い

る

ポ

ー

ズ

の

グ

ミ

を

見

せ

る

）

子

ど

も

た

ち

は

こ

れ

を

見

て

、

ス

リ

ル

と

興

奮

を

感

じ

る

だ

ろ

う

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

心

の

声

）

さ

す

が

社

長…

発

想

が

ぶ

っ

飛

ん

で

る

。

で

も

、

こ

れ

が

本

当

に

売

れ

る

の

か

し

ら

…

？

」

 

 

シ

ー

ン

2
: 

試

食

会

 

（

試

食

会

の

会

場

。
汐

と

塩

田

が

ス

テ

ー

ジ

に

立

ち

、

目

の

前

に

は

多

く

の

試

食

者

が

い

る

。

大

人

や

子

ど

も

、

外

国

人

観

光

客

、

日

本

人

観

光

客

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

人

々

が

集

ま

っ

て

い

る

。
）

 

 

汐
：
「

さ

あ

皆

さ

ん

、
こ

れ

が

我

が

社

の

新

作
『

軍

人

グ

ミ

』
で

す

！

さ

っ

そ

く

食

べ

て

み

て

く

だ

さ

い

！

」 

 

（

観

客

た

ち

は

恐

る

恐

る

グ

ミ

を

手

に

取

り

、

口

に

運

ぶ

。

す

る

と…

）

 



 

10 

 

 

観

客
1

（

子

ど

も

）
：
「

わ

あ

、

こ

れ

面

白

い

！

敬

礼

し

て

る

！

」

 

 

観

客

2

（

外

国

人

）
：
「

オ

ー

マ

イ

ガ

ー

！

イ

ッ

ツ

 

ア

メ

ー

ジ

ン

グ

！

レ

デ

ィ

ー

、

ア

ン

ド

 

ソ

ル

ジ

ャ

ー

 

ト

ゥ

ゲ

ザ

ー

！

」

 

 

観

客

3

（

大

人

）：「

意

外

と

美

味

し

い

じ

ゃ

な

い

か

。

し

か

も

形

が

ユ

ニ

ー

ク

で

笑

え

る

！

」

 

 

観

客

4

（

日

本

人

観

光

客

）
：
「
（

笑

い

な

が

ら

）
こ

ん

な

ユ

ニ

ー

ク

な

形

の

グ

ミ

、

初

め

て

見

た

わ

！

し

か

も

味

も

い

い

感

じ

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

驚

い

て

）

え

っ…

ま

さ

か

、

本

当

に

ウ

ケ

て

る…

？

」

 

 

汐

：
「
（

ニ

ヤ

リ

と

笑

っ

て

）

ど

う

だ

、

塩

田

く

ん

。

人

々

は

驚

き

と

面

白

さ

を

求

め

て

い

る

ん

だ

よ

！

普
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通

の

グ

ミ

じ

ゃ

飽

き

足

ら

な

い

ん

だ

！

」

 

 
塩

田

：
「
（

感

心

し

て

）

社

長

の

言

う

通

り

で

し

た

ね

…

！

」

 

 

シ

ー

ン

3
: 

オ

フ

ィ

ス

に

て

（

エ

ン

デ

ィ

ン

グ

）

 

（

オ

フ

ィ

ス

に

戻

っ

て

き

た

汐

と

塩

田

。

塩

田

は

ま

だ

驚

い

て

い

る

様

子

。
）

 

 

塩

田
：「

社

長

、
本

当

に

驚

き

ま

し

た

。『

軍

人

グ

ミ

』

が

こ

ん

な

に

ヒ

ッ

ト

す

る

な

ん

て…

」

 

 

汐

：
「

だ

か

ら

言

っ

た

だ

ろ

う

、

塩

田

く

ん

。
『

面

白

き

こ

と

も

無

き

世

を

面

白

く

』

っ

て

ね

！

次

は

も

っ

と

ぶ

っ

飛

ん

だ

ア

イ

デ

ア

を

考

え

よ

う

じ

ゃ

な

い

か

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

笑

い

な

が

ら

）

も

う

、

こ

れ

以

上

振

り

回

さ

れ

な

い

よ

う

に

し

な

き

ゃ…

で

も

、

次

も

楽

し

み

で

す

！

」
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汐

：
「

よ

し

、
次

は
『

忍

者

グ

ミ

』
だ

！

ど

う

だ

、
手

裏

剣

投

げ

の

ポ

ー

ズ

と

か…

！

」

 

 

塩

田

：
「
（

慌

て

て

）

社

長

、

そ

れ

は

ま

た

別

の

会

議

で

！

」

 

 

（

二

人

の

笑

い

声

が

オ

フ

ィ

ス

に

響

く

中

、

シ

ー

ン

が

フ

ェ

ー

ド

ア

ウ

ト

。
）

 

 

終

わ

り

 

    


